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一 

 



 

現
在
建
設
中
の
新
大
宮
駅
舎
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
地
元
大
宮
市
及
び
商
工
会
議
所
と
の
調
整
を
欠
き
、
ま 

た
、
新
た
に
国
鉄
が
出
資
し
て
そ
の
業
務
を
拡
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
株
式
会
社
大
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
の
運

営
の
在
り
方
と
国
鉄
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
、
不
明
朗
且
つ
非
民
主
的
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
の
で
そ
の
真
意

を
た
だ
し
た
い
。 

ま
た
、
新
駅
建
設
に
関
連
し
て
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
便
乗
し
て
用
地
買

収
に
著
し
い
不
利
益
が
生
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
そ
の
真
意
も
併
せ
て
た
だ
し
た
い
。 

一 

東
北
・
上
越
新
幹
線
建
設
に
伴
う
新
大
宮
駅
舎
の
建
設
計
画
に
つ
い
て 

 
1 

同
計
画
中
新
設
橋
上
駅
上
部
に
予
定
さ
れ
て
い
る
関
連
施
設
部
分
を
商
業
サ
ー
ビ
ス
床
と
し
て
開
発
利
用 

並
び
に
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
用
地
買
収
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

東
北
・
上
越
両
新
幹
線
建
設
に
伴
う
新
大
宮
駅
舎
の
建
設
計
画
及
び
同
駅
ビ
ル
会
社
の
監
督
責
任 

三 

 



 

二 

Ｏ
・
Ｓ
・
Ｂ
の
運
営
に
関
す
る
国
鉄
の
監
督
と
責
任
に
つ
い
て 

1 

同
社
設
立
の
経
緯
と
そ
の
公
共
的
使
命
か
ら
大
宮
市
は
同
社
に
三
千
万
円
を
出
資
し
、
市
長
職
、
市
議
会

議
長
職
、
収
入
役
職
が
同
社
の
取
締
役
と
し
て
経
営
参
加
し
て
き
た
が
、
現
取
締
役
会
長
秦
明
友
前
市
長 

 

は
、
昨
年
六
月
二
十
四
日
付
で
市
長
職
を
辞
任
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
取
締
役
と
し
て
留
任
し

て
き
た
根
拠
と
国
鉄
の
監
督
責
任
い
か
ん
。 

2 

右
に
関
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
百
五
号
大
規
模
小
売
店
舗
法
に
基
づ
く
増
床
手
続
き
は
い
つ
と
ら

れ
る
の
か
。 

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
大
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
（
以
下
「
Ｏ
・
Ｓ
・
Ｂ
」
と
称
す
。
）
の
第
十
三
回

営
業
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
同
社
の
業
務
拡
張
に
国
鉄
は
事
前
の
申
入
れ
を
な
し
、
国
鉄
が
一
億
円
を
出
資
し

て
そ
の
経
営
に
参
加
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
方
針
に
つ
い
て
国
鉄
総
裁
は
い
つ
裁
可
し

た
か
。 

四 

 



 

3 

Ｏ
・
Ｓ
・
Ｂ
の
現
社
長
斉
藤
治
平
氏
は
元
国
鉄
高
級
職
員
で
あ
つ
た
が
、
現
在 

2 
近
く
右
の
秦
明
友
氏(

現
在
刑
事
被
告
人
と
し
て
公
訴
中)

に
同
社
が
三
千
万
円
の
退
職
慰
労
金
を
支
給
す

る
用
意
と
き
く
が
、
国
鉄
の
施
設
利
用
と
監
督
下
に
あ
る
会
社
と
し
て
、
且
つ
無
報
酬
を
条
件
と
し
て
職
に

お
い
て
経
営
参
加
し
た
立
場
に
対
し
て
適
当
な
措
置
と
考
え
る
か
。 

の
経
営
を
独
占
し
て
い
る
外
、
個
人
と
し
て
大
宮
駅
二
階
コ
ン
コ
ー
ス
の
一
部
使
用
権
を
獲
得
し
て
、
個
人

と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
ラ
ポ
ー
」
を
経
営
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
人
の
国
鉄
退
職
者
が
国
鉄
施
設 

ロ 

Ｏ
・
Ｓ
・
Ｂ
子
会
社
た
る 

イ 

東
北
線
小
山
駅
駅
ビ
ル
会
社
社
長 

大
宮
駅
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

大
宮
Ｓ
・
Ｂ
商
事
株
式
会
社 

Ｓ
・
Ｂ
交
通
株
式
会
社
（
大
宮
駅
構
内
タ
ク
シ
ー
） 

五 

 



 

 

六 

利
用
の
利
権
を
独
占
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
か
。 

三 

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
新
幹
線
用
地
の
買
収
に
つ
い
て 

1 

東
北
・
上
越
両
新
幹
線
が
分
岐
す
る
伊
奈
町
北
部
土
地
区
画
整
理
組
合
が
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

宣
伝
し
て
行
つ
た
同
事
業
の
保
留
地
競
売
処
分
結
果
は
、
新
聞
報
道
で
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
異
状
な
地
価
の

高
騰
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
つ
た
。 

こ
れ
が
た
め
、
今
後
の
新
幹
線
用
地
買
収
に
及
ぼ
す
影
響
と
そ
の
対
策
い
か
ん
。 

2 

か
か
る
状
況
に
お
い
て
も
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
国
鉄
の
出
資
、
施
設
供
与
等

の
方
針
に
変
り
は
な
い
か
。 

3 

同
町
地
域
の
地
価
安
定
の
た
め
、
国
土
利
用
計
画
法
第
十
四
条
の
適
用
に
つ
い
て
国
鉄
は
埼
玉
県
知
事
と

協
議
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


